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①
打
ち
抜
き
（
レ
ー
ザ
ー
加
工
）
工
程

板
金
素
材
を
各
部
品
の
平
板
形
状
に
切
り
出
す

工
程
で
す
。
レ
ー
ザ
ー
複
合
機
と
パ
ン
チ
ン
グ
プ

レ
ス
で
板
金
素
材
を
各
形
状
に
切
り
出
し
ま
す
。

板
金
材
料
は
自
動
倉
庫
か
ら
供
給
さ
れ
ま
す
。

②
曲
げ
（
ベ
ン
ダ
ー
）
工
程

打
ち
ぬ
い
た
板
金
素
材
を
曲
げ
て
部
品
形
状
に

す
る
工
程
で
す
。
人
が
作
業
す
る
方
法
と
ロ
ボ
ッ

ト
ベ
ン
ダ
ー
で
加
工
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
最

新
の
加
工
機
で
は
、
指
挟
み
込
み
防
止
の
セ
ン

サ
ー
や
曲
げ
金
型
の
自
動
交
換
機
能
な
ど
、
以
前

と
比
べ
て
よ
り
安
全
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

③
溶
接
工
程

板
金
の
部
品
同
士
を
接
合
す
る
工
程
で
す
。
ス

ポ
ッ
ト
溶
接
、
Ｔ
Ｉ
Ｇ
溶
接
（
タ
ン
グ
ス
テ
ン
不

活
性
ガ
ス
溶
接
）
、
炭
酸
ガ
ス
溶
接
が
可
能
で
あ

り
、
部
材
の
材
質
や
求
め
ら
れ
る
機
能
に
よ
っ
て

企
業
の
工
場
に
お
け
る
安
全
活
動
を
知
る
べ
く
、

理
科
学
機
器
メ
ー
カ
ー

ヤ
マ
ト
科
学
（
株
）
の

生
産
工
場
（
南
ア
ル
プ
ス
工
場
）
に
伺
い
、
生
産

工
程
の
見
学
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

工
場
は
長
手
方
向
（
東
西
）
中
央
に
、
正
面
の

入
口
か
ら
奥
の
製
品
出
荷
場
所
ま
で
が
見
通
せ
る

真
っ
直
ぐ
な
通
路
を
持
つ
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
通
路
と
作
業
エ
リ
ア
は
床
の
色
で
区
分

け
さ
れ
、
青
色
が
通
路
、
緑
色
が
作
業
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
工
場
の
要
所
ご
と
に
、
製
品

や
加
工
設
備
な
ど
の
紹
介
パ
ネ
ル
や
作
業
者
へ
の

注
意
喚
起
な
ど
の
掲
示
物
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た

ち
見
学
者
は
目
印
と
し
て
白
い
帽
子
を
被
り
ま
し

た
。素

材
の
加
工
か
ら
製
品
が
完
成
す
る
ま
で
に
は

５
つ
の
工
程
を
経
て
完
成
品
に
し
て
い
き
ま
す
。

特 集 記 事

企業の安全活動を考える
ヤマト科学（株）の生産工場見学記

ヤマト科学株式会社 南アルプス工場
-------------------------------------------------------------------------------------------
山梨県南アルプス市にあり、理科学機器として、ロータリーエバポレーターや純

水製造装置、乾燥機、培養器などを生産し、実験什器としてはヒュームフードや

卓上フード、実験台の生産を行っています。

工場棟は東西150m、南北54mで、素材そのものから加工を行う、理科学機器

メーカーとしては国内唯一の一貫生産工場です。同一の敷地内に開発・設計拠

点のＲ＆Ｄセンターがあり、製品の展示とデモや受託評価の機能も備えています。

工場内のまっすぐな通路打ち抜き工程（①）

曲げ（ベンダー）工程（②）溶接工程（③）

塗装工程（④）組立工程（⑤）



特集 企業の安全活動を考える3

「
Ｄ
６
」
と
は
、
「
経
営
直
結
型
６
Ｓ
」

の
略
で
、
２
０
１
４
年
11
月
か
ら
開
始
し
た
、

常
に
良
い
業
務
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
ヤ
マ

ト
科
学
（
株
）
の
独
自
の
改
善
活
動
で
す
。

改
善
活
動
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
）
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
場
の
意
識
付
け
が

主
眼
と
な
る
５
Ｓ
活
動
で
は
、
効
果
が
定
量

的
に
分
か
り
に
く
い
面
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
工
場
内
の
自
発
的
な
考
え
と
し
て

「
改
善
活
動
の
効
果
を
定
量
的
に
表
す
取
り

組
み
に
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
経

営
に
直
結
さ
せ
る
改
善
活
動
と
し
た
も
の
が

５
Ｓ
を
進
化
さ
せ
た
「
Ｄ
６
」
に
な
り
ま
す
。

Ｄ
６
と
い
う
呼
び
方
の
由
来
で
す
が
、
５

Ｓ
に
「
安
全
＝s

a
f
et
y

」
の
Ｓ
を
加
え
て
数

字
を
６
に
し
、
活
動
の
結
果
が
生
産
高
や
利

益
に
直
結
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

経
営
直
結
型
改
善
活
動
（D

i
r
ec
t

な
）
６
Ｓ

活
動
と
し
て
「D

i
r
ec
t

６
」
と
い
う
呼
び
方

に
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
工
場
全
体
の
コ
ス

ト
意
識
を
高
め
て
「
強
い
工
場
」
の
実
現
を

目
指
し
、
小
さ
な
改
善
の
積
み
重
ね
が
経
営

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
大
き
な
数
字
に
な
る
こ

と
を
意
識
し
て
、
日
々
の
生
産
活
動
と
改
善

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
課
、
又
は
、
加
工
や
組
立
工
程
で
は
人

員
数
も
多
い
の
で
、
各
工
程
別
で
少
人
数
の

チ
ー
ム
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
の
中
で
、

「Ｄ６」活動
“Direct Connection type 6S Production”

品
質
向
上
、
効
率
向
上
に
向
け
た
改
善
を
提

案
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

改
善
内
容
に
縛
り
は
な
く
、
ま
ず
は
実
施

す
る
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
改
善

案
は
、
自
身
で
効
果
時
間
を
算
出
し
、
時
間

を
金
額
に
も
置
き
換
え
掲
示
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
改
善
し
た
も
の
の
、
思
う
よ
う
な

効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
再
度
の
改

善
や
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（Pl

a
n

（
計
画
）
、D

o

（
実
行
）
、C

h
e
ck

（
測
定
・
評
価
）
、

A
ct
io
n

（
対
策
・
改
善
）
）
を
回
す
な
ど
、

さ
ら
な
る
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

各
月
の
提
案
内
容
は
工
場
内
に
掲
示
し
、

ま
た
、
良
い
提
案
に
は
金
賞
・
銀
賞
・
銅
賞

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

ヤマト科学（株）南アルプス工場では様々な安全対策、そして製品の品質を保つための活動を行っ
ていました。注目したポイントを上げたいと思います。

安全 品 質

Pick 
UP!

と

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
溶
接
の
作
業

で
は
ア
ー
ク
光
（
放
電
光
）
が
発
生
す
る
た
め
、

立
入
者
を
制
限
し
、
さ
ら
に
周
囲
の
作
業
者
の
目

の
保
護
を
目
的
に
溶
接
作
業
場
は
遮
光
板
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
直
接
溶
接
作
業
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

④
塗
装
工
程

部
品
に
塗
装
を
す
る
工
程
で
す
。
溶
剤
塗
装
と

粉
体
塗
装
の
２
つ
の
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
部

品
は
人
の
手
で
コ
ン
ベ
ア
ラ
イ
ン
の
フ
ッ
ク
に
吊

り
下
げ
ら
れ
、
前
処
理
（
脱
脂
）
、
塗
料
吹
付
け
、

焼
き
付
け
の
順
で
自
動
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
塗
料

の
吹
付
け
は
、
自
動
ガ
ン
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
自

動
ガ
ン
で
塗
装
が
難
し
い
細
か
な
部
分
な
ど
は
作

業
者
が
吹
付
け
を
行
う
そ
う
で
す
。

⑤
組
立
工
程

組
立
工
程
は
こ
れ
ま
で
の
工
程
と
は
異
な
り
、

人
の
手
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
組
み
立
て
ラ

イ
ン
は
大
き
く
４
つ
（
理
科
学
機
器
、
産
業
機
器
、

設
備
機
器
、
プ
ラ
ズ
マ
製
品
）
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

工
場
の
生
産
工
程
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て

お
り
、
デ
ジ
タ
ル
工
程
図
や
電
子
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

製
品
は
少
量
多
品
種
で
あ
る
た
め
、
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
を
使
っ
た
流
れ
作
業
で
は
な
く
、
各
ラ
イ

ン
３
名
程
度
で
製
品
を
仕
上
げ
る
セ
ル
生
産
方
式

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
部
材
（
断
熱
材
、
ハ
ー
ネ
ス
、
ラ
ベ

ル
な
ど
）
の
内
製
化
を
図
る
こ
と
で
原
価
の
低
減

に
努
め
た
り
、
市
場
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
作

る
製
品
群
を
限
定
し
な
い
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ラ
イ

ン
構
成
を
進
め
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

管 理



暑さ対策
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工
場
で
作
業
す
る
場
合
は
、
け
が
防
止
の
た
め

に
帽
子
、
長
袖
、
安
全
靴
の
着
用
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
工
程
ご
と
に
必
要
な
服
装
基
準
と
し
て
、

手
袋
や
前
掛
け
、
メ
ガ
ネ
、
マ
ス
ク
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
具
体
的
な
作
業
ス
タ
イ
ル
が
写
真

で
掲
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
帽
子
が
色
分
け
さ
れ
、
各
責
任
者
が
作

作業者の服装基準

工
場
内
全
体
を
冷
や
す
の
は
、
空
間
が
広
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
大
き
く
な
る
た
め
、
各
作
業

場
所
へ
天
井
か
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
ダ
ク
ト

の
吹
き
出
し
口
を
設
け
て
、
作
業
環
境
の
改
善
を

行
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ

り
、
工
場

内
全
体
も

温
度
が
下

が
っ
て
お

り
、
見
学

も
快
適
に

で
き
ま
し

た
。

Ｄ
６
活
動
の
他
に
、
品
質
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
も
実

施
し
て
お
り
、
優
秀
な
作
品
は
掲
示
さ
れ
ま
す
。

組
立
手
順
書
（
工
程
図
）
が
電
子
フ
ァ
イ
ル
化

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

部
品
、
ネ
ジ
の
取
付
け
位
置
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー

上
で
立
体
画
像
と
動
き
（
組
立
て
順
序
）
で
確
認

ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
た
製
品
の
展
開
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
近
年
は
引
き
合
い
が
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
こ
の
分
野
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
お
け
る
作
業
環
境
と
は
異
な

る
考
え
方
や
実
験
室
の
あ
り
方
な
ど
が
生
ま
れ
て

研究・実験ロボット デジタル工程図

掲示の工夫

す
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
分

か
り
や
す
い
も

の
で
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化

は
製
品
検
査
等

に
も
活
用
し
、

ケ
ア
レ
ス
ミ
ス

を
減
ら
し
品
質

の
安
定
化
に
繋

げ
て
い
る
そ
う

で
す
。

そ
の
他
、
「
今

月
の
製
造
工
程

内
・
工
程
外
不

具
合
状
況
」
、

「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
管
理
板
」
、

作
業
場
ご
と
の

「
保
護
具
着
用

宣
言
」
な
ど
を

工
場
内
の
青
色

の
通
路
沿
い
の

目
に
つ
き
や
す

い
場
所
に
掲
示

し
て
い
ま
し
た
。

各
工
程
の
重
要
な
作

業
に
は
安
全
対
策
と
品

質
向
上
を
目
的
と
し
て
、

社
内
の
認
定
制
度
を
設

け
て
い
ま
し
た
。

各
認
定
資
格
の
レ
ベ

ル
は
Ａ
～
Ｃ
ラ
ン
ク
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

認
定
者
が
一
目
で
確
認

で
き
る
よ
う
、
通
路
に

一
覧
で
掲
示
し
、
年
に

一
度
、
教
育
や
実
技
確

認
を
行
い
、
品
質
が
一

定
に
保
た
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

社内認定制度

く
る
の
で

は
な
い
か

と
考
え
て

お
り
、
調

査
・
追
求

を
し
て
い

き
た
い
と

の
こ
と
で

す
。

業
状
況
を

常
に
把
握

で
き
る
よ

う
に
な
っ

て
い
ま
し

た
。

特集 企業の安全活動を考える



工場の安全活動 ＆

工場見学を終えた後、工場長の坂本公広氏に安全活動に関する質問をさせて

頂きました。坂本工場長、ご協力ありがとうございました。

新
入
社
員
等
へ
の
安
全
教
育
は
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
か
？

新
入
社
員
は
、
配
属
さ
れ
る
部
署
に

関
係
な
く
、
全
員
が
新
入
社
員
研
修

と
し
て
工
場
の
現
場
研
修
を
経
験
し
、

そ
の
中
で
工
場
内
作
業
の
安
全
に
つ

い
て
教
育
を
受
け
ま
す
。

そ
の
上
で
、
開
発
や
設
計
も
含
め
た

工
場
に
属
す
る
部
門
に
正
式
配
属
に

な
る
と
、
更
に
長
期
の
現
場
研
修
が

あ
り
、
担
当
の
業
務
に
沿
っ
た
形
で
、

よ
り
深
い
安
全
教
育
を
受
け
る
事
に

な
り
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
側
に
向
け
た
安
全
に
関
す

る
取
り
組
み
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

販
売
店
向
け
の
製
品
講
習
会
な
ど
も

実
施
し
て
お
り
、
製
品
の
仕
様
だ
け

で
な
く
、
安
全
に
使
う
た
め
の
注
意

点
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

各
工
程
で
安
全
に
関
す
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ

（o
n

th
e

j
ob

t
ra
in
in
g

）
で
重

点
的
に
扱
う
ト
ピ
ッ
ク
は
あ
り
ま
す

か
？

板
金
取
扱
い
の
安
全
作
業
、
加
え
て

加
工
課
で
は
担
当
す
る
設
備
、
組
立

課
で
は
エ
ア
ー
工
具
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
重
点
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
一
般
的
な
安
全
教
育
や
基

本
作
業
要
領
、
安
全
作
業
の
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
ト
科

学
（株
）南
アルプス工場

坂

本
工
場
長Q A

QAQAQA

実
施
さ
れ
て
い
る
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
方
法
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

工
場
設
備
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
社
内
で
実
施
手
順
及
び
管
理
要
領

を
作
成
し
、
導
入
時
に
調
査
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
必
要
時
に
は
工
程
の

Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ａ
（
潜
在
的
故
障
モ
ー
ド
影

響
解
析
）
を
実
施
し
、
対
策
を
講
じ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
薬
品
に
つ
い

て
は
厚
生
労
働
省
版
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
実
施
支
援
シ
ス
テ
ム
）
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
伴
う
新

た
な
化
学
物
質
管
理
に
向
け
て
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

社
内
の
「
薬
品
管
理
要
領
」
に
従
い
、

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
増

加
に
よ
り
必
要
と
な
る
対
応
を
担
当

者
が
調
査
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

そ
の
検
討
を
受
け
、
現
場
に
お
い
て
、

衛
生
管
理
者
が
必
要
な
ば
く
露
対
策

や
健
診
を
確
認
し
、
安
全
衛
生
委
員

が
順
守
状
況
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

塗
装
や
溶
接
工
程
で
実
際
に
取
扱
う

化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
の
現

場
確
認
の
も
と
に
、
保
護
具
の
仕
様
、

作
業
環
境
測
定
、
作
業
時
間
の
順
守
、

定
期
健
康
診
断
の
受
診
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。

QAQA

QA

デ
ジ
タ
ル
工
程
図
を
取
り
入
れ
た
具

体
的
な
効
果
と
し
て
、
事
故
の
防
止

効
果
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
工
程
図
で
は
全
て
の
部
品

の
サ
イ
ズ
、
数
量
、
取
付
方
向
な
ど

を
動
き
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
ネ
ジ
の
止
め
忘
れ
や
部
品
の

サ
イ
ズ
違
い
な
ど
の
不
具
合
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
具
合
が
減

る
と
、
修
正
作
業
に
伴
う
作
業
員
の

ケ
ガ
を
防
止
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向

け
た
活
動
は
実
施
し
て
い
ま
す
か
？

２
０
２
２
年
よ
り
、
山
梨
県
産
の
二

酸
化
炭
素
フ
リ
ー
の
水
力
発
電
を
使

用
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０

０
％
を
達
成
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ

活
動
も
同
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

企
業
と
し
て
大
学
や
学
生
に
期
待
さ

れ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

QA

Ｄ
６
活
動
は
費
用
削
減
効
果
を
含

む
た
め
、
効
果
を
実
感
し
や
す
く
、

改
善
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る

活
動
で
あ
る
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま

し
た
。

大
学
の
研
究
室
の
規
模
と
の
違
い

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
各
所
で
効
率
化
の

工
夫
が
さ
れ
て
い
た
上
、
更
な
る
効

率
化
の
案
を
従
業
員
か
ら
毎
月
募
集

さ
れ
て
い
て
素
晴
ら
し
い
取
組
み
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

様
々
な
機
械
を
用
い
た
多
品
種
小

ロ
ッ
ト
生
産
が
主
で
あ
る
工
場
の
安

全
対
策
は
、
毎
日
多
種
多
様
な
作
業

を
行
う
実
験
室
の
安
全
管
理
に
繋
が

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

実
験
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ロ
ボ
ッ
ト
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
危
険
作
業
や

有
害
環
境
下
で
の
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト

に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
従

前
以
外
の
新
た
な
作
業
ス
キ
ー
ム
や

新
し
い
実
験
方
法
の
開
発
が
期
待
で

き
る
と
思
い
ま
し
た
。 

見
学
者
の
感
想
！

5

今回の工場見学はリアル見学とウェブ

中継の併用で行いました。併用での工

場見学はヤマト科学でも初めての取り

組みということでしたが、ウェブ中継

の参加者からも好評でした。見学を受

け入れ、丁寧にご解説頂きましたヤマ

ト科学の皆様に厚く御礼申し上げます。 

QA

※
こ
ち
ら
は
ヤ
マ
ト
科
学
（
株
）
の

人
事
部
門
か
ら
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。

企
業
は
活
動
を
通
じ
て
次
世
代

の
リ
ー
ダ
ー
や
専
門
家
を
育
て
、

社
会
貢
献
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
学
と
は
多
面

的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進

め
る
必
要
が
あ
り
、
学
生
に
は

就
職
し
た
企
業
と
共
に
成
長
す

る
と
い
う
思
い
で
企
業
を
選
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集 企業の安全活動を考える



時間(秒)

ア
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ト
ン
濃
度

 (
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4000
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2000

1000
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50 100 1500

①

②

③ ④

安全研究調査隊安全研究調査隊

ま
し
た
。
た
っ
た
10
ｃ
ｍ
四
方
の
ス
ペ
ー

ス
で
し
た
が
、
Ｆ
Ｈ
内
に
置
か
れ
て
い
た

お
か
げ
で
、
手
間
を
増
や
す
こ
と
な
く
、

安
全
に
洗
浄
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

状
況
で
し
た
。

学
生
の
頃
は
こ
の
よ
う
な
環
境
安
全
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
な
ど
皆
無
で
、
今
更

な
が
ら
で
す
が
、
指
導
教
員
が
環
境
安
全

に
配
慮
し
た
実
験
室
を
構
築
し
て
い
た
の

だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
（
先
生
あ
り
が
と

う
）
。

既
に
分
か
っ
て
い
る
作
業
の
リ
ス
ク
に

対
し
て
、
如
何
に
効
率
よ
く
安
全
に
作
業

が
で
き
る
か
、
実
験
の
ス
マ
ー
ト
さ
を
考

え
る
の
も
研
究
者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
で

は
な
い
か
？
と
、
今
改
め
て
思
う
と
こ
ろ

で
す
。

大
学
の
実
験
室
に
は
化
学
物
質
の
ば
く

露
防
止
の
観
点
か
ら
、
換
気
扇
や
卓
上

フ
ー
ド
、
ヒ
ュ
ー
ム
フ
ー
ド(

以
下
Ｆ
Ｈ)

と
い
っ
た
局
所
排
気
装
置
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
快
適
な
温
熱
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
空
調

設
備
も
同
時
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
（
実

験
室
の
空
気
環
境
の
構
成
に
つ
い
て
は

『
研
究
生
活 

v
o
l
.

16
』RE

HS
emi

na
r

出

張
所
を
参
照
）
。
こ
の
結
果
、
実
験
室
内

で
は
複
雑
な
気
流
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
験
室
で
化
学
物
質
を
使

用
す
る
場
合
の
空
気
環
境
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
験
室
で
の
化
学
物
質
の
発
生
源
は
大

き
く
分
け
て
、
実
験
者
が
行
う
実
験
作
業

に
伴
う
発
生
と
、
分
析
装
置
、
廃
液
タ
ン

ク
、
薬
品
保
管
庫
な
ど
の
実
験
室
に
置
い

て
あ
る
も
の
か
ら
の
発
生
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
発
生
場
所
に
つ
い
て
は
、
Ｆ

Ｈ
内
、
実
験
台
、
該
当
物
が
置
い
て
あ
る

場
所
な
ど
、
実
験
室
の
い
た
る
と
こ
ろ
が

発
生
源
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

実
験
作
業
に
伴
う
化
学
物
質
の
発
生

で
は
、
実
験
者
が
行
う
作
業
例
と
し
て
、

洗
瓶
を
使
っ
た
器
具
の
洗
浄
作
業
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
験
室
内
で
換
気
が
な
い
状
態
で
、
洗

瓶
に
入
っ
た
ア
セ
ト
ン
に
よ
る
ビ
ー
カ
ー

の
洗
浄
作
業
を
行
い
、
ア
セ
ト
ン
濃
度
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。

同
じ
内
容
の
作
業
を
３
回
連
続
繰
り
返

し
、
作
業
者
の
ば
く
露
リ
ス
ク
を
評
価
す

る
た
め
に
、
作
業
者
の
口
元
の
濃
度

（
④
）
、
発
生
源
の
環
境
評
価
と
し
て
、

実
験
台
上
・
手
前
（
①
）
と
奥
（
②
）
、

洗
浄
し
た
ビ
ー
カ
ー
の
口
上
（
③
）
の
濃

度
を
測
定
し
ま
し
た
。

図
１
が
そ
の
ア
セ
ト
ン
濃
度
の
時
間
変

化
で
す
。
実
験
台
上
で
は
１
個
目
の
ビ
ー

カ
ー
の
洗
浄
時
か
ら
３
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
に

到
達
す
る
結
果
と
な
る
一
方
で
、
作
業
者

の
口
元
の
濃
度
は
３
個
目
の
ビ
ー
カ
ー
を

洗
浄
し
た
際
に
２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
弱
に
上
昇

す
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

有
機
溶
媒
の
蒸
気
は
空
気
よ
り
重
い
の

で
、
実
験
結
果
と
し
て
も
す
ぐ
に
作
業
者

実験室の空気環境を科学する

～最高の実験環境を目指して～

①実験台上・手前
②実験台上・奥
③ビーカー口上
④作業者口元

図１ アセトン洗浄作業における濃度変化

の
口
元
の
濃
度
が
管
理

濃

度

（

５

０

０

ｐ

ｐ

ｍ
）
に
迫
る
ほ
ど
の
値

に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

洗
浄
作
業
を
し
て
い
る

場
所
で
は
非
常
に
短
い

時
間
で
管
理
濃
度
を
ゆ

う
に
超
え
る
濃
度
に
な

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
（
参
考
文
献
１
）
。

こ
の
よ
う
な
作
業
は

Ｆ
Ｈ
内
で
実
施
し
な
い

と
明
ら
か
な
ば
く
露
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
が
い
た
研
究
室

で
は
、
小
さ
な
廃
液
入

れ
の
瓶
が
、
常
に
Ｆ
Ｈ

の
中
に
配
置
さ
れ
て
い

6



根
津

友
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先
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東
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大
学

新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

特
任
助
教

ビ
ー
カ
ー
か
ら
の
化
学
物
質
の
発
生

次
に
、
実
験
室
に
置
い
て
あ
る
ア
セ
ト

ン
が
入
っ
た
ビ
ー
カ
ー
か
ら
の
化
学
物
質

の
発
生
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

前
述
の
実
験
作
業
に
比
べ
る
と
濃
度
は

高
く
な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
ジ
ワ
ジ

ワ
、
実
験
室
内
の
複
数
の
箇
所
か
ら
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
実
験
台
に
ア
セ
ト
ン
が
入
っ
た

ビ
ー
カ
ー
を
置
き
、
Ｆ
Ｈ
だ
け
を
稼
働
し

た
場
合(

図
２(

ａ)
)

、
Ｆ
Ｈ
と
室
内
の
換

気
扇
を
稼
働
し
た
場
合(
図
２(

ｂ)
)

の
気

流
解
析
（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
結
果
を
示
し
ま
す
。

Ｆ
Ｈ
だ
け
を
稼
働
さ
せ
た
場
合
、
室
内

の
気
流
は
Ｆ
Ｈ
に
向
か
っ
て
一
方
向
に
流

れ
る
た
め
、
実
験
台
の
ア
セ
ト
ン
蒸
気
は

き
れ
い
に
Ｆ
Ｈ
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
く

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
Ｆ
Ｈ
に

加
え
て
換
気
扇
を
同
時
に
稼
働
さ
せ
た
場

合
は
、
先
の
一
方
向
の
流
れ
が
乱
さ
れ
、

実
験
台
上
に
置
か
れ
た
ビ
ー
カ
ー
か
ら
発

生
し
て
い
る
溶
媒
蒸
気
は
室
内
を
め
ぐ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
参
考
文
献
２
）
。

気
流
環
境
改
善
の
難
し
さ

こ
の
よ
う
に
給
気
や
排
気
の
位
置
を
含

め
た
レ
イ
ア
ウ
ト
が
重
要
で
、
実
験
室
内

の
換
気
や
Ｆ
Ｈ
の
位
置
を
適
切
に
す
る
こ

と
で
気
流
が
乱
れ
ず
、
適
切
に
排
気
で
き

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
う
い
っ
た
換
気
や
Ｆ

Ｈ
に
係
る
設
備
は
、
新
築
で
は
な
い
限
り

ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
既
存
設
備

と
な
り
、
自
身
で
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
部
屋
の

大
き
さ
、
物
の
数
、
実
験
の
都
合
等
を
優

先
し
て
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
て
し
ま
う
こ

と
も
多
く
、
さ
ら
に
実
験
室
は
研
究
の
内

容
に
よ
っ
て
頻
繁
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
個
別
性
の
高
い
大
学
の
実
験

室
に
お
い
て
、
最
高
の
空
気
環
境
を
実
現

す
る
こ
と
は
、
非
常
に
難
し
い
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
た
ち
に
も
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
実
験
者
が

主
体
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
発
生
源

に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｈ
な
ど
の
適
切
な
安
全

装
置
内
で
使
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
も
う

一
つ
は
、
実
験
室
の
室
内
換
気
扇
の
給
・

排
気
口
、
局
所
排
気
装
置
、
室
内
の
扉
の

位
置
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
の
位
置
関
係
か

ら
室
内
全
体
の
気
流
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ム
を
推
定
す
る
こ
と
で
す
。

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
を
推
定
す
る
た
め

に
助
け
に
な
る
ツ
ー
ル
は
、
加
湿
器
や
蚊

取
り
線
香
な
ど
の
ス
モ
ー
ク
発
生
ツ
ー
ル

で
す
。
も
し
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
が
つ
か

め
た
ら
、
こ
れ
ら
と
化
学
物
質
の
発
生
位

置
と
を
比
較
し
、
使
用
場
所
の
変
更
、
設

備
の
レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
を
検
討
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
参
考
文
献
）

換気扇給気 換気扇排気

図２ シミュレーションによる実験台上の有機溶媒の濃度分布
a) FHのみ稼働時 b) FHおよび室内換気扇稼働時

アセトンの
入ったビーカー

局所排気装置
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esh
im
a
et

al.,
Jo
u
rn
al
o
f

E
n
viro
n
m
en
t
an
d
S
afety,

6
(2
),
1
1
1
-1
1
4
,

2
0
1
5
.
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じ

こ

そ

う

け

ん

Ｒ
Ｅ
Ｈ
Ｓ
Ｅ
「
事
故
」
総
合
研
究
所

実
験
室
に
お
い
て
、
電
線
を
「
巻
い
た
ま

ま
」
の
状
態
で
使
用
し
た
コ
ー
ド
リ
ー
ル
か

ら
発
火
し
た
。

こ
の
事
故
は
、
コ
ー
ド
リ
ー
ル
の
電
線
を

巻
い
た
ま
ま
の
状
態
で
使
用
で
き
る
電
流
値

を
超
え
て
コ
ー
ド
リ
ー
ル
を
使
用
し
た
た
め

電
線
が
発
熱
し
、
密
に
巻
か
れ
て
い
た
電
線

間
に
熱
が
こ
も
り
異
常
発
熱
と
な
り
、
電
線

を
被
覆
し
て
い
る
樹
脂
が
溶
解
し
て
発
火
に

至
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

コ
ー
ド
リ
ー
ル
は
特
殊
な
電
気
の
配
線
器

具
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
建
築
現
場
で
も

一
般
家
庭
で
も
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ー
ド
リ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
は
「
す

べ
て
引
き
出
し
て
使
用
し
ろ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
コ
ー
ド
リ
ー
ル
に
は
、
「
巻
い
た
ま

ま
」
の
状
態
で
使
用
で
き
る
「
定
格
電
流
」

と
、
電
線
を
す
べ
て
「
引
き
出
し
た
」
状
態

で
使
用
で
き
る
「
限
度
電
流
」
が
あ
り
ま
す
。

定
格
電
流
や
限
度
電
流
は
コ
ー
ド
リ
ー
ル
ご

と
に
若
干
の
差
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ー

カ
ー
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
製
品
毎
に
公
開

し
て
い
ま
す
。
製
品
に
よ
っ
て
は
本
体
に
表

示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

製
品
が
定
格
電
流
は
５
Ａ
、
限
度
電
流
は
15

巻かれたコードリール
～コードリールからの発火～

Ａ
程
度
と
な
っ
て
お
り
（
１
０
０
Ｖ
型
の
場

合
）
、
明
ら
か
に
引
き
出
し
た
場
合
の
限
度

電
流
の
方
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

発
火
事
故
が
発
生
し
た
実
験
室
で
は
、

コ
ー
ド
リ
ー
ル
に
接
続
し
て
い
た
機
器
か
ら

予
想
さ
れ
る
電
流
負
荷
が
15
～
18
Ａ
程
度

だ
っ
た
た
め
、
定
格
電
流
は
既
に
超
え
、
限

度
電
流
値
も
ギ
リ
ギ
リ
と
い
う
状
況
で
し
た
。

こ
の
状
況
に
な
る
と
発
熱
し
、
発
火
に
ま
で

至
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
電
線
に
電
流
が
流
れ
る
と
な
ぜ

発
熱
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
電
線
に
は
少
な

か
ら
ず
「
抵
抗
」
が
あ
り
、
こ
の
抵
抗
に
電

流
が
流
れ
る
と
熱
が
発
生
し
ま
す
。
電
流
を

流
し
た
と
き
に
発
生
す
る
熱
を
ジ
ュ
ー
ル
熱

と
い
い
、
次
の
式
で
計
算
で
き
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ル
熱
は
電
流
値
の
２
乗
に
比
例
す
る

こ
と
か
ら
、
電
線
に
流
れ
る
電
流
値
が
大
き

け
れ
ば
発
生
す
る
熱
が
大
き
く
な
る
こ
と
は

自
明
で
す
。
ま
た
、
発
熱
し
た
電
線
に
よ
っ

て
最
も
高
温
に
な
る
の
は
、
巻
い
て
い
る
電

線
の
中
間
層
部
分
で
あ
る
こ
と
が
メ
ー
カ
ー

の
実
証
実
験
で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
電
線
か
ら
の
発
熱
が
挟
ま
れ
る
形
に
な

Q
 
=
 
R
I
2t

Ω

ジ
ュ
ー
ル
熱
Ｑ[

Ｊ]

、
抵
抗
Ｒ[

（
オ
ー
ム
）]

電
流
Ｉ[

Ａ]

、
電
流
を
流
す
時
間
ｔ[

秒] 

り
、
熱
が
こ
も
り
や
す
い
状
況
に
な
る
こ
と

か
ら
も
推
測
で
き
ま
す
。

ジ
ュ
ー
ル
熱
に
よ
る
発
熱
は
コ
ー
ド
リ
ー

ル
の
よ
う
に
巻
か
れ
た
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、

「
束
ね
た
ま
ま
」
の
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る

こ
と
で
も
発
生
し
ま
す
。
電
線
を
束
ね
た
ま

ま
通
電
す
る
と
放
熱
が
妨
げ
ら
れ
、
発
熱
す

る
一
方
と
な
る
た
め
、
電
線
を
覆
っ
て
い
る

（
参
考
）
日
動
工
業
株
式
会
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://w
w
w
.n
ich

id
o
-

in
d
.co

.jp
/p
d
f/catalo

g/Safe
ty

_In
stru

ctio
n
.p
d
f
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フッ

絶
縁
被
覆
が
溶
け
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
短

絡
（
シ
ョ
ー
ト
）
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
コ
ー
ド
リ
ー
ル
は
屋
外
で
使

用
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
た
め
、
通
電
部

を
絶
縁
保
護
し
た
仕
様
の
屋
外
型(

防
雨
形)

と
屋
内
型
が
あ
り
ま
す
。
屋
外
型
の
構
造
の

場
合
、
差
込
プ
ラ
グ
が
防
雨
形
、
漏
電
遮
断

器
と
コ
ン
セ
ン
ト
に
防
雨
カ
バ
ー
が
装
備
、

内
部
通
電
部
が
密
閉
さ
れ
、
絶
縁
保
護
さ
れ

た
構
造
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
安
全
機
能
が
装
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
万
が
一
の
事
故
に
備
え
る
た
め
に
も
重
要

な
こ
と
で
す
。

発
火
事
故
が
起
き
た
コ
ー
ド
リ
ー
ル
は
漏

電
遮
断
器
や
温
度
セ
ン
サ
ー
等
の
安
全
機
能

は
装
備
さ
れ
て
い
な
い
タ
イ
プ
で
し
た
。
安

全
機
構
が
備
わ
っ
て
い
れ
ば
発
火
は
回
避
で

き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ ラ

コ
ー
ド
リ
ー
ル
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ツ
ー
ル
と
い
う
の
は
正
し

い
使
い
方
を
す
る
こ
と
で
本
来
の
性
能
が
引

き
出
せ
る
も
の
で
す
。

「
正
し
い
使
い
方
」
と
い
う
ソ
フ
ト
的
要

因
と
、
漏
電
遮
断
器
や
温
度
セ
ン
サ
ー
等
の

安
全
機
構
を
一
例
と
す
る
ハ
ー
ド
的
要
因
に

も
目
を
向
け
、
多
面
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
対
処

す
る
こ
と
が
安
全
対
策
で
も
と
て
も
重
要
で

す
。な

お
、
水
場
や
湿
潤
な
環
境
に
お
い
て
は
、

こ
の
絶
縁
保
護
は
法
令
上
（
労
働
安
全
衛
生

規
則
第
３
３
７
条
）
で
も
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
屋
外
で
は
屋
外
型
を
使
用
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
補
足
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

君
の
名
は
？

「
コ
ー
ド
リ
ー
ル
」
っ
て
正
式
名
称

な
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
は
現
場
で

な
ん
と
呼
ん
で
い
ま
す
か
？
私
は
「
ド

ラ
ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

 

参
考
ま
で
に
某
生
成
系
Ａ
Ｉ
に
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
「
コ
ー
ド
リ
ー
ル
」

か
「
電
工
ド
ラ
ム
」
が
広
く
浸
透
し
た

呼
び
方
な
ん
だ
と
か
。

「
コ
ー
ド
リ
ー
ル
」
は
メ
ー
カ
ー
の

株
式
会
社
畑
屋
製
作
所
が
商
品
名
と
し

て
使
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
の
日
動
工
業(

株)

は
「
電
工

ド
ラ
ム
」
を
商
品
名
と
し
て
使
用
し
て

い
る
状
況
か
ら
見
る
と
概
ね
妥
当
な
回

答
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
電
気
用
品
安
全
法
に
お
け
る

特
定
電
気
用
品
の
品
目
名
と
し
て
は

「
コ
ー
ド
リ
ー
ル
」
の
名
称
で
定
義
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
事
で
は

「
コ
ー
ド
リ
ー
ル
」
と
称
し
ま
し
た
。

現 実 逃 避

（
参
考
）
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
束
ね
た
コ
ー
ド
の
発
火
」

h
ttp

s://w
w
w
.n
ite.go

.jp
/jiko

/
ch
u
ikan

ki/p
o
ster/kad

e
n
/1
8
0

1
2
5
0
1
.h
tm

l
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２０２3年度
「高校生による環境安全とリスクに関する自主研究活動支援事業」

10

夏休みオンライン交流会 開催！ 参加高校同士の交流

34

2

1

11

10

5

9

6
7
8

今年度も8月2日、7日に本事業の参加高校によるオンライン夏休み交流会を実施しました。

この交流会は本事業のキックオフミーティングとして位置づけ、採択校の生徒さんや指導教

員、本事業の実行委員や各校のメンターなどのREHSE関係者が参加して行われました。

本事業の特徴および今後のスケジュールの連絡に引き続き、各校の学校紹介、研究課題

や研究計画、現在どのようなことをやっているかなどを発表してもらいました。その発表の後に

は、３校程度に分けたブレイクアウトセッションを用意し、セッションごとに自己紹介やざっくば

らんに研究活動の近況や悩みなどを話し、各校交流を深めました。最初はなかなか会話の

キャッチボールが続きませんでしたが、会が終わるころには、事務局側から「そろそろ・・・」とお

声がけさせていただくほどに、盛り上がりました。本イベントはコロナ禍でスタートしたもので、今

回で3回目です。次年度はまた新たな仕掛けが生み出せないかと思考中です！

R

高校生
事業！

REHSEでは2013年度から、将来を担う高校生世代が環境安全とリスクに関する自主的な研究を支援し、

かつ自らの言葉で意見発信する機会も提供しています。

https://www.rehse2007.com/KoukouseiShien2023.html

クローズアップ

REHSE’s

Activity

札幌開成中等
教育学校
（北海道／市立）

研究テーマ

カメムシの起き上が
りを利用したバイオ
ミメティクス

今年度の本事業に採択

された高校は全国各地

から全11校！

挑戦するテーマと共に

紹介します！

エントリー校

紹介！

3 421

1110

5

97 8

魚津工業高等
学校
（富山／県立）

研究テーマ

漂着する自然系ごみ
の木材を利活用した
機能性材料の開発と
その物性

戸山高等学校
（東京／都立）

研究テーマ

波の性質について

多摩科学技術
高等学校
（東京／都立）

研究テーマ

家庭から排出される
マイクロファイバー
回収装置の開発

岐阜高等学校
（岐阜／県立）

研究テーマ

プラスチックの紫外
線による劣化と高吸
水性樹脂の吸水量の
関係

6 立命館高等学校
（京都／私立）

研究テーマ

大気中の化学変化を
理解する

高槻高等学校
（大阪／私立）

研究テーマ

痛風を防ぐ食品の探索
～食品成分のキサンチ
ンオキシダーゼ阻害効
果～

長尾高等学校
（大阪／府立）

研究テーマ

河川水のRpHとpH

倉吉東高等学校
（鳥取／県立）

研究テーマ

三朝温泉の放射性抵抗
菌の繁殖条件と生息範
囲の検証について

愛媛大学附属高
等学校
（愛媛／国立）

研究テーマ

プラスチックを餌とし
て飼育したミールワー
ムの腸内細菌を利用し
たプラごみ処理技術の
開発

大村高等学校
（長崎／県立）

研究テーマ

酵母がもつ抗カビ物質
について探る

最終審査を
通過した高校は
３月に東京大学
で成果発表会！



REHSE’s
I n f o rmat i on

お問い合わせは

jimukyoku@rehse2007.com

編集後記 R E H S E  活動記録

REHSE会員募集中！！
https://www.rehse2007.com/index.html

次
号
は
名
古
屋
大
学

原
田
先
生

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す

本誌発行10周年を経て、編集委員一同、気持ちを

新たに企画・編集活動を行っております。

今号では新たな企画として、特集記事「企業の安

全活動を考える」を掲載しました。会員企業の工

場見学を通して企業の安全活動に迫る記事で、若

い方の視点を取り入れるため、学生や若手技術職

員の方にも参加してもらいました。

今後も工場見学企画を実施する予定です。参加し

てみたいという方は是非ご連絡ください。お待ち

しております。 

（編集長 林瑠美子）

『

山
の
登
り
方 

』

趣
味
で
山
登
り
を
初
め
て
７
年
、
近
辺
の
山

は
全
て
登
り
、
次
は
ど
こ
に
行
こ
う
か
と
日
々
新

し
い
登
山
ル
ー
ト
を
探
す
の
が
日
課
に
な
っ
て
い

る
。
山
登
り
の
自
然
や
登
頂
し
た
際
の
達
成
感
も

い
い
が
、
見
ず
知
ら
ず
の
す
れ
違
う
人
に
挨
拶
を

す
る
と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル
も
非
日
常
感
が
あ
り

好
き
で
あ
る
。

山
登
り
に
は
体
力
、
水
の
量
、
時
間
、
な
ど

「
自
律
的
な
管
理
」
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
山

登
り
の
挨
拶
も
実
は
お
互
い
の
顔
を
覚
え
、
何
か

事
故
が
起
き
た
時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
自
律
的
な
行
動
の
１
つ
だ
ろ
う
。

危
険
を
減
ら
す
こ
と
を
優
先
し
、
こ
れ
ら
が
全

て
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
管
理
さ
れ
て
い
た
ら
た
だ
の
山

頂
を
目
指
す
作
業
に
な
り
、
何
も
楽
し
く
な
い
山

登
り
に
な
る
と
思
う
。
来
年
か
ら
本
格
始
動
す
る

薬
品
の
管
理
も
、
登
山
と
同
じ
く
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
の
面
も
あ
る
が
、
全
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
管
理

す
る
の
で
は
な
く
、
ル
ー
ル
を
自
律
的
に
守
る
環

境
を
作
る
方
が
楽
し
く
進
め
て
い
け
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

小
さ
な
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
ず
は
自
分
の
靴
ひ
も
を

し
っ
か
り
結
べ
て
い
る
か
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

日
々
意
識
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

（
島
津
理
化

藤
岡

健
太
）
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REHSEでは以下の発表会等を予定しています。

R6年3月10日

R6年3月15日

R6年6月（予定）

2023年度 高校生自主研究活動支援事業 成果発表会

第13回 環境安全研究発表会

第十五期 通常総会・研究会

R5.7.5 2023年度高校生自主研究活動支援事業 第1回実行委員会 Web会議

R5.7.20 第5回 化学物質の自律的リスク管理小委員会 現地・Web会議

R5.7.25 第8回 ヒュームフード小委員会 現地・Web開催

R5.7.27 第31回「研究生活」編集プロジェクト委員会 Web会議

R5.8.2 2023年度高校生自主研究活動支援事業 夏休み交流会Web １

R5.8.7 2023年度高校生自主研究活動支援事業 夏休み交流会Web ２

R5.8.9 第十四期 第2回理事会 現地・Web開催

R5.9.5 工場見学 ヤマト科学株式会社 南アルプス工場

R5.9.22 第9回 ヒュームフード小委員会 現地・Web開催

R5.10.17 第十四期 第3回理事会 現地・Web開催

R5.10.30 第32回「研究生活」編集プロジェクト委員会 Web会議

R5.10.30 第10回 ヒュームフード小委員会 現地・Web開催

R5.11.15 2023年度高校生自主研究活動支援事業 第２回実行委員会 Web会議

R5.12.6 第11回 ヒュームフード小委員会 現地・Web開催

R5.12.19 第十四期 第4回理事会 現地・Web開催
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「研究生活 vol.21」 は以下の企業様よりご支援を頂いております。 （五十音順）

「
表
紙
写
真
」
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